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報 告 





第１３回常任委員会 報告事項１ 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

宮崎県準備委員会常任委員会委員の変更 

第１２回常任委員会以降の委員の変更については、以下のとおりである。 
 
１ 常任委員（２名）  

所属機関・団体名及び役職 新任者 前任者 

宮崎県警察本部長 平 居 秀 一 山 本 将 之 

公益社団法人日本青年会議所九州地区宮崎ブロック協議会会長 川 越 大 輔 桑 原 一 太 
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第１３回常任委員会 報告事項２ 

 
第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会準備経過 
年  月  日 内                 容 

平成２７年 １月１４日 

 

公益財団法人宮崎県体育協会（以下「県体協」という。）臨時理事会及び評議員

会において、「平成３８年第８１回国民体育大会の宮崎県開催招致」を決議 
 

２月１２日 

 

県体協が県、県議会及び県教育委員会に「平成３８年第８１回国民体育大会の

宮崎県開催招致要望書」を提出 
 

２月２５日 

 

知事が県議会２月定例会において、「平成３８年第８１回国民体育大会及び第

２６回全国障害者スポーツ大会の宮崎県開催招致」を表明 
 

３月１３日 

 

県議会２月定例会において、「平成３８年第８１回国民体育大会及び第２６回

全国障害者スポーツ大会の宮崎県開催招致に関する決議」を全会一致で議決 
 

３月１６日 

 

定例教育委員会において、「平成３８年第８１回国民体育大会及び第２６回全

国障害者スポーツ大会の宮崎県開催招致に関する決議」を議決 
 

４月１７日 

 

知事が文部科学省に「平成３８年第８１回国民体育大会開催要望書」と「平成

３８年第２６回全国障害者スポーツ大会開催要望書」を提出 

 知事が公益財団法人日本体育協会（以下「日体協」という。）に「平成３８年

第８１回国民体育大会開催要望書」を、公益財団法人日本障がい者スポーツ協会

に「平成３８年第２６回全国障害者スポーツ大会開催要望書」を提出 
 

６月１１日 

 

日体協第１回国体委員会において、「平成３８年第８１回国民体育大会開催申

請書提出順序了解県」として承認 
 

７月２２日 

 

日体協第３回理事会において、「平成３８年第８１回国民体育大会開催申請書

提出県」として了解（宮崎県開催が内々定） 
 

平成２９年１０月３０日 第８１回国民体育大会宮崎県準備委員会設立総会・第１回総会及び第１回常任

委員会を開催 
 

１１月１４日 第１回総務企画専門委員会及び第１回施設整備専門委員会を開催 
 

１１月１７日 第１回競技運営専門委員会を開催 
 

１２月１４日 第１回市町村担当者会議及び第１回競技団体担当者会議を開催 
 

平成３０年 ５月２２日 第２回総務企画専門委員会を開催 
 

７月 ９日 第２回常任委員会及び第２回総会を開催 
 

７月２４日 第１回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

７月３１日 
 

第２回市町村担当者会議及び第２回競技団体担当者会議を開催 
 

１０月２９日 第３回総務企画専門委員会を開催 
 

１２月１９日  第２回競技運営専門委員会及び第２回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

平成３１年 １月３１日 第３回常任委員会を開催 
 

２月 ６日 第４回総務企画専門委員会を開催 
 

３月１５日 第３回市町村担当者会議及び第３回競技団体担当者会議を開催 
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年  月  日 内                 容 

令和元年 ５月３０日 第５回総務企画専門委員会を開催 
 

７月 １日 

 
 

第４回常任委員会及び第３回総会を開催 

「第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会宮崎県準備委員 

会」に改称 
 

７月 ９日 
 

第３回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

８月 ２日 
 

第１回開催基本構想策定検討部会を開催 
 

８月２８日 第４回市町村担当者会議及び第４回競技団体担当者会議を開催 
 

１１月１２日 
 

第６回総務企画専門委員会を開催 
 

１２月１６日 
 

第１回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催 
 

１２月１７日 第２回開催基本構想策定検討部会を開催 
 

１２月２０日 第５回市町村担当者会議及び第５回競技団体担当者会議を開催（合同開催） 
 

令和２年 １月１６日 
 

第１回愛称・スローガン、マスコットキャラクター部会を開催 
 

１月３１日 
 

第７回総務企画専門委員会を開催 
 

２月 ５日 
 

第４回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

２月 ７日 
 

第３回開催基本構想策定検討部会を開催 
 

２月１７日 
 

第５回常任委員会を開催 
 

３月１８日 
 

第６回市町村担当者会議及び第６回競技団体担当者会議（資料配付のみ） 
 

６月２５日 第８回総務企画専門委員会を開催 
 

６月２５日 
 

第２回愛称・スローガン、マスコットキャラクター部会を開催 
 

７月 ６日 
 

第６回常任委員会を開催 
 

９月１８日 
 

第２回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催（書面開催） 
 

８月 ７日 
 

第４回総会を開催（書面開催） 
 

８月２０日 
 

第７回市町村担当者会議を開催（テレビ会議） 
 

８月２４日 
 

第７回競技団体担当者会議を開催 
 

９月２４日 第３回愛称・スローガン、マスコットキャラクター部会を開催 
 

１０月１５日 日本スポーツ協会臨時国体委員会において、本県の国民スポーツ大会開催年が

令和９年（２０２７年）に変更され、開催申請書提出順序了解県（内々定県）と

して再決定 
 

１１月 ９日 第５回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

１２月１８日 第３回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催 
 

１２月２３日 
 

１２月２４日 
 

令和３年  １月２２日 
 
２月１５日 
 
３月１８日 
 
３月２２日 

第１回輸送・交通専門委員会を開催 
 
第３回競技運営専門委員会を開催 
 
第９回総務企画専門委員会を開催（書面開催） 
 
第７回常任委員会を開催（書面開催） 
 
第６回広報・県民運動専門委員会を開催 

第８回市町村担当者会議を開催（テレビ会議） 
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年  月  日 内                 容 

３月２３日 
 

第１回宿泊・衛生専門委員会を開催 
 

６月 ８日 
 

第４回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催 
 

６月 ９日 
 

第１０回総務企画専門委員会を開催 
 

７月 ５日 
 

第８回常任委員会を開催 
 

８月 ６日 
 

第５回総会を開催（書面開催） 
 

１０月１１日 
 

第９回市町村担当者会議・第８回競技団体担当者会議を開催（合同開催） 
 

１１月２２日 
 

第２回輸送・交通専門委員会を開催 
 

１２月１５日 
 

第４回競技運営専門委員会を開催 
 

１２月１７日 
 

第２回宿泊・衛生専門委員会を開催 
 

１２月２０日 第１１回総務企画専門委員会を開催 
 

１２月２１日 第５回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催 
 

令和４年  ２月１４日 第９回常任委員会を開催（書面開催） 
 

３月１６日 県議会２月定例会において「第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者 

スポーツ大会の開催」を決議 
 

３月１７日 第１回式典専門委員会を開催 
 

３月２２日 第７回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

４月２５日 第１０回市町村担当者会議を開催 
 

６月 １日 文部科学省及び日本スポーツ協会に「第８１回国民スポーツ大会開催申請書」

を提出 
 

７月１２日 第１２回総務企画専門委員会を開催 
 

７月１４日 日本スポーツ協会第３回理事会において、「第８１回国民スポーツ大会」の宮

崎県開催が内定（国スポ内定に伴い第２６回全国障害者スポーツ大会の宮崎県開

催が併せて内定） 
 

８月２２日 
 
８月３１日 
 
９月１６日 
 

１０月２５日 
 
１１月 ９日 
 

１１月１６日 
 
１１月２１日 
 
１２月 ６日 
 

１２月 ９日 
 

１２月１４日 
 
１２月２０日 

第１０回常任委員会を開催 
 
 第８回広報・県民運動専門委員会を開催 
 
 第６回総会を開催（書面開催） 
 
 第５回競技運営専門委員会を開催 
 
 第１回馬事衛生専門委員会を開催 
 
 第１１回市町村担当者会議を開催 
 
 第１回イメージソング選定部会を開催 
 
 第６回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催 
 
 第１３回総務企画専門委員会を開催 
 
 第９回広報・県民運動専門委員会を開催 
 
 第２回式典専門委員会を開催 

  
     １２月２２日 第３回宿泊・衛生専門委員会を開催 

  
令和５年  １月１２日 第１回警備・消防・防災専門委員会を開催 

  
２月 １日  第１１回常任委員会を開催 
  
２月１３日 第３回輸送・交通専門委員会を開催 
  

      ５月１２日  第１２回市町村担当者会議を開催 

4



 

年  月  日 内                 容 

６月２９日 
       

第１回医療救護専門委員会を開催 
 

７月 ６日 
 

第１回式典音楽部会を開催 
 

７月１２日 
 
７月１４日 
 
７月３１日 

 
８月２０日 

 
９月２５日 

 
１０月 ５日 
 
１１月 ７日 
 
１１月１３日 
 
１１月１６日 
 
１１月１７日 
 
１２月１５日 
 
１２月１９日 
 
１２月２１日 
 
１２月２２日 
 

令和６年  １月１１日 
 
１月２２日 

 
２月 ２日 

第１４回総務企画専門委員会を開催 
 
第１回式典演技部会を開催 

 
第１２回常任委員会及び第７回総会を開催 

 
 「アスリートタウン延岡アリーナ」サブアリーナ供用開始 
 
第２回イメージソング選定部会を開催 

 
 第１０回広報・県民運動専門委員会を開催 
 
 第２回馬事衛生専門委員会を開催 
 
 第１３回市町村担当者会議を開催 
 
 第３回式典専門委員会を開催 
 
 第２回警備・消防・防災専門委員会を開催 
 
 第４回愛称・スローガン、マスコットキャラクター部会を開催（書面開催） 
 
第７回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催 

 
 第４回宿泊・衛生専門委員会を開催 
 
 第６回競技運営専門委員会を開催 
 
第１５回総務企画専門委員会を開催 

 
第１１回広報・県民運動専門委員会を開催（書面開催） 

 
 第３回イメージソング選定部会を開催 
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各専門委員会の審議結果 

 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会宮崎県準備委員会会則

第１４条第２項の規定に基づき、各専門委員会の審議結果について、以下のとおり報告

する。 

 

１ 総務企画専門委員会 

［第１５回］ 

 開 催 日：令和６年１月１１日（木） 

 承認事項：第８１回国民スポーツ大会 正式競技 会場地市町村第１１次選定（案） 

：第８１回国民スポーツ大会 正式競技 開催予定施設の変更（案） 

：第２６回全国障害者スポーツ大会 正式競技 開催予定施設の変更（案) 

：第２６回全国障害者スポーツ大会 正式競技  

会場地市町村第３次選定（案） 

 

２ 競技運営専門委員会 

［第６回］ 

 開 催 日：令和５年１２月２２日（金） 

 承認事項：第８１回国民スポーツ大会 デモンストレーションスポーツ 

実施競技及び会場地市町村第４次選定（案） 

：第８１回国民スポーツ大会 デモンストレーションスポーツ 

主管団体及び開催予定施設の変更（案） 

 

３ 広報・県民運動専門委員会 

［第１０回］ 

 開 催 日：令和５年１０月５日（木） 

決定事項：イメージソング歌詞 
    ：「日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ」花いっぱい運動全体計画 

［第１１回］ 書面開催 

 開 催 日：令和６年１月２２日（月） 

決定事項：大会愛称・スローガンデザイン基本項目及び組合せ例 
    ：マスコットキャラクター展開形（市町村バージョン） 

  
 
 
 
 

第１３回常任委員会 報告事項３ 
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４ 全国障害者スポーツ大会専門委員会 

［第７回］ 

 開 催 日：令和５年１２月１９日（火） 

承認事項：第２６回全国障害者スポーツ大会 正式競技 開催予定施設の変更（素案）  

：第２６回全国障害者スポーツ大会 正式競技  

会場地市町村第３次選定（素案） 

：第２６回全国障害者スポーツ大会 選手団サポーター養成基本方針（案） 

 

５ 宿泊・衛生専門委員会 

［第４回］ 

 開 催 日：令和５年１２月２１日（木） 

 決定事項：第８１回国民スポーツ大会 宿泊施設充足対策要項 

     ：日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ 食事の提供方針 

 

６ 馬事衛生専門委員会 

［第２回］ 

 開 催 日：令和５年１１月７日（火） 

 決定事項：第８１回国民スポーツ大会 馬事衛生対策要項 

 

７ 式典専門委員会 

［第３回］ 

 開 催 日：令和５年１１月１６日（木）  

  ※第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 式典基本計画 

(令和６年度決定予定)について協議 

 

８ 警備・消防・防災専門委員会 

［第２回］ 

 開 催 日：令和５年１１月１７日（金） 

  承認事項：第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

       警備・消防・防災基本計画（案） 
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　　イメージソング歌詞 

 

令和５年６月から８月にかけて、県内在住のアマチュアから 435 作品の応募があり、令和５

年 10 月５日開催の第１０回広報・県民運動専門委員会において次のとおり決定した。 

   

１ タイトル 

ひなたのチカラ

２ 作詞者 

松岡
まつおか

 茂樹
し げ き

（宮崎市在住、団体職員、46 歳） 

３ 歌 詞 

１ 始まり
はじ

の時
とき

に 心
こころ

に決
き

めたのは 羽
は

ばたくことを 叶える
かな

こと ここ 宮崎
みやざき

で 

太陽
たいよう

が昇
のぼ

り 大地
だいち

を照
て

らし いざ行こう
い

と 夢
ゆめ

の舞台
ぶたい

へ 向
む

かう君
きみ

がいる 

未来
みらい

への道
みち

を 踏みしめて
ふ

 一歩
いっぽ

一歩
いっぽ

 想い
おも

を乗せて
の

 進んで
すす

いこう 

君
きみ

のチカラと あなたのチカラ みんなのチカラ ひなたのチカラ 

ここ 宮崎
みやざき

で もう一度
いちど

ありがとう ひなたのチカラ 

 

２ 輝
かがや

く時
とき

に 心
こころ

が躍
おど

るのは 夢
ゆめ

を叶
かな

えることを 強
つよ

く想
おも

うこと ここ 宮崎
みやざき

で 

太陽
たいよう

がテラス 君
きみ

をテラス アマテラス 神話
しんわ

の舞台
ぶたい

で 光
ひかり

となる君
きみ

 

負
ま

けるなと 引
ひ

きしめる 想
おも

いは一つ
ひと

 希望
きぼう

を持
も

った あの日
ひ

のために 

君
きみ

のチカラと あなたのチカラ みんなのチカラ ひなたのチカラ 

ここ 宮崎
みやざき

で もう一度
いちど

ありがとう ひなたのチカラ 

 

３ 紡
つむ

いだ時
とき

に 心
こころ

は一
ひと

つになる ひなたはあなたを 信
しん

じていたから ここ 宮崎
みやざき

で 

太陽
たいよう

の恵
めぐ

み 海
うみ

の幸
さち

に 山
やま

の幸
さち

に 豊
ゆた

かな自然
しぜん

 晴
は

れの舞台
ぶたい

に 

ありがとう 感謝
かんしゃ

の気持
きも

ち 噛
か

みしめた 一人一人
ひとりひとり

に 笑顔
えがお

のギフト 

君
きみ

のチカラと あなたのチカラ みんなのチカラ ひなたのチカラ 

ここ 宮崎
みやざき

で もう一度
いちど

ありがとう ひなたのチカラ 

持
も

ち続
つづ

けよう 日向
ひむか

のチカラ ひなたのチカラ 

令和 5 年(2023 年)10 月 5 日 
第 10 回広報・県民運動専門委員会決定 
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  ４ 歌詞の説明 

まず初めに、１番から３番までの歌詞をストーリー性のある歌詞にしたいと考えまし

た。 

歌詞の１番は、ここ宮崎に降り立つ時から勝負は始まり、心に決意する様を表してい

ます。１歩１歩スタートラインに近づいていき、これから始まる舞台は、「君のチカラ」

「あなたのチカラ」「みんなのチカラ」「ひなたのチカラ」だということに感謝する。 

歌詞の２番は、競技が始まり、宮崎の太陽や温かい人々の声援が競技者を照らしてい

く。そんな情景や人々にありがとうの感謝を伝える。神話の舞台で躍動すると、それも

みな「君のチカラ」「あなたのチカラ」「みんなのチカラ」「ひなたのチカラ」なんだと一

気にボルテージが上がる。 

歌詞の３番は、競技が終焉を迎え、感謝の気持ちでいっぱいになる。それはお世話に

なった方々はもちろんのこと、ここ宮崎の太陽や自然の恵みにも感謝する。そんな気持

ちを持ち続けていようという想いが込められています。 

 ５ スケジュール 

 令和５年１０月～  ・曲募集（１０月２０日～１２月２５日） 

令和６年２月１６日 ・曲決定（第１２回広報・県民運動専門委員会） 

     ４月～   ・歌唱者との交渉・契約 

           ・編曲 

     夏頃予定  ・イメージソング発表 
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「日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ」花いっぱい運動全体計画 

 

令 和 ５ 年 １ ０ 月 ５ 日 

国スポ・障スポ県準備委員会事務局 

（ 国 ス ポ ・ 障 ス ポ 準 備 課 ） 

 

１  目的 

「日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ」（以下「両大会」という。）では、県民総参加型による“お

もてなしの心”あふれる大会の開催を目指して県民運動を展開することとしており、花いっぱい

運動はその取組の一つである。各会場、沿道等を花で飾り、選手、監督をはじめとする全国から

の来県者を“おもてなしの心”で歓迎する。 

 

２ 進め方 

 ⑴ 県民一人ひとりや各種団体の自主的な取組を基本とする。 

 ⑵ 県は、推奨花を決定し、種袋配布や花育てガイド制作による啓発活動を実施する。 

 ⑶ 県は、育苗機関等と連携し、試験栽培、推奨花の育苗を行う。 

⑷ 県は、両大会開・閉会式会場、県主催競技会場、空港、駅等の主要施設、アクセス道路等を

飾花する。 

 ⑸ 県は、市町村と調整した花苗、プランター等（競技会場分）を準備し、各市町村へ配付する。 

⑹ 市町村は、飾花計画を作成し、育成団体と連携し、花を定植・育成・管理を行い、リハーサ

ル大会会場や当年の競技会場、その会場周辺、アクセス道路を飾花する。 

 ※ ⑶～⑹の流れを「（仮称）花リレー」と称する。 

 

３ 県、市町村、育成団体の役割分担 

 ⑴ 県 

  ア 推奨花の選定及び試験栽培 

  イ 花苗、培養土、プランター等の調達 

  ウ 開・閉会式会場及び県主催の競技会場周辺、空港、駅、主要アクセス道路等の飾花 

   ・ 業者委託（設置･管理･撤去） 

エ 花いっぱい運動の啓発（種子袋の作成･配布）、花育てガイド制作 

オ デザイン飾花の検討・依頼 

 ⑵ 市町村 

  ア 飾花計画の立案 

   ・ 育成団体の募集、選定。 

   ・ 花設置場所の検討、設置管理者との調整。 

   ・ 競技会場及びその周辺の飾花。 

   ・ 花の育成、運搬、管理、大会後の処分方法の検討。 

イ 花苗、培養土、プランター等の調達 

 ・ 県から一部配布予定。推奨花に加え、市町村の花等の活用可。 

ウ 花苗等の受け取りと育成団体への配付 

 ⑶ 育成団体（自治会、こども会、老人クラブ、学校、企業等） 

  ア 花の育成、管理 

  イ 花苗、培養土、プランター等の調達（※既存の取組等との連携） 

   ・ 市町村からの配布に加え、独自に調達。 

令和 5 年(2023 年)10 月 5 日 
第 10 回広報・県民運動専門委員会決定 
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 推進イメージ 

県 

・推奨花の決定       ・花いっぱい運動の啓発 

・推奨花の試験栽培依頼   ・花育てガイドの制作 

・花苗等の配布(市町村と調整)・開･閉会式会場の飾花 

・主要施設等の飾花（調整） ・運動の情報発信等 

・デザイン飾花の検討 

 

 

育苗（栽培管理委託）機関等 

・推奨花の試験栽培 

→ 栽培情報を県に提供 

・推奨花の育苗  ・ﾃﾞｻﾞｲﾝ飾花 

・花苗の受け渡し（市町村へ） 

・開閉会式会場等の飾花･管理 

 

 

市 町 村 

・花苗等の受取  ・育成団体への定植等依頼  ・飾花計画立案 

・花苗の定植、管理 ・各競技会場等の飾花 

 

 

育成団体 

(例：自治会、こども会、老人クラブ、学校、企業等） 

・花苗の定植、管理等 ・各競技会場等への飾花 

 

 

各 競 技 会 場 等 飾 花 
開･閉会式会場等飾花 

デ ザ イ ン 飾 花 

 

４ スケジュール 

４年前 令和５年度 

・関係各課･関係団体、機関との相談・調整 

・全体計画の策定 

・市町村への全体計画説明（11月開催：市町村担当者会議） 

・試験栽培、花苗栽培依頼 

・推奨花の決定（2月開催：広報・県民運動専門委員会） 

３年前 令和６年度 

・試験栽培（大会期間を見据えた栽培）及び活動の記録、課題等の検証 

・花育てガイドの制作（ＨＰで公開） 

・次年度の（仮称）花リレーに向けた市町村への必要資材調査 

２年前 令和７年度 

・（仮称）花リレーの実施（実証栽培）及び活動の記録 

県→市町村→定植の流れの確認、課題等の把握（8～9月に市町村へ） 

・種子袋作成･配布（ＰＲ用） 

・デザイン飾花の検討･依頼 

・次年度の（仮称）花リレーに向けた市町村への必要資材調査 

１年前 令和８年度 

・（仮称）花リレーの実施（リハーサル大会）及び活動の記録 

 県→市町村→定植・飾花の流れの確認、課題等の把握（8～9月に市町村へ） 

・種子袋作成･配布（ＰＲ用）※最終 

・当年度に向けた（仮称）花リレーに向けて市町村への必要資材調査 

当年 令和９年度 
・（仮称）花リレーの実施（本大会）及び活動の記録 

・デザイン飾花の実施（開閉会式会場） 
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参考 先催県の取組 

 

⑴ 競技会場等の飾花 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 開・閉会式会場等の飾花 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶デザイン飾花 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014 長崎大会より 
※写真は諫早農業高校制作 
他４校が学校単位で製作し展示した。 

2017 愛媛大会より 

※写真は伊予農業高校制作 
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第８１回国民スポーツ大会 宿泊施設充足対策要項 

 

１ 趣旨 

  この要項は、第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会宿泊基本

計画に基づき、第８１回国民スポーツ大会（以下「国スポ」という。）に参加する選手

・監督、役員、視察員、報道員及びその他の関係者（以下「参加者」という。）の宿泊

施設の充足対策及びその実施に関する基本的事項を定める。 

 

２ 実施方法 

  県及び会場地市町村は、関係機関・団体等と相互に連絡・調整を図るとともに、各地

域の実情を十分に考慮した上で、以下の方法により宿泊施設の充足対策を実施する。 

 

３ 実施項目 

（１）旅館・ホテル等の客室提供の促進 

   県及び会場地市町村は、当該会場地市町村内の旅館・ホテル等（旅館業法の許可を 

受けて営業を行う旅館・ホテル及び簡易宿所をいう。以下同じ。）を最大限に確保す

るため、関係団体や個々の旅館・ホテル等に対し、客室提供の促進について協力を依

頼する。 

   また、学校及び民間団体等に対し、宿泊を伴うイベント等の開催時期について配慮 

を依頼する。 

 

（２）公共施設の転用 

   会場地市町村は、宿泊可能な公共施設等（以下「転用施設」という。）を参加者の 

宿舎として利用する場合は、以下により実施する。 

  ① 転用施設の選定基準 

    会場地市町村は、次の各号に掲げる要件を備えた施設を転用施設として選定する。  

  （ア）水道設備が完備されていること。ただし、水道設備がない場合は、水質検査等 

    によって安全な飲料水が確保できること。 

  （イ）入浴設備を有するか、または近隣の公衆浴場等の入浴施設が利用できること。 

  （ウ）食事を提供できるか、または近隣の食堂やレストラン等が利用できること。 

  （エ）衛生上良好な環境が整備されていること。 

  （オ）火災予防上良好な環境が整備されていること。 

  （カ）原則として、増改築または修繕を要しないこと。 

  （キ）その他、宿泊に著しい支障がないこと。 

 ② 転用施設における配宿上の留意点 

    会場地市町村は、次の事項に留意して配宿を行う。 

  （ア）配宿の対象は、原則として選手・監督とする。 

  （イ）都道府県別チーム単位で１軒、若しくは隣接する地域に配宿することとし、 

ミーティングの場の提供についても配慮する。 

令和 5 年(2023 年)12 月 21 日 
第 4 回宿泊・衛生専門委員会決定 
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  ③ 転用施設利用の留意点 

    転用施設の利用に当たっては、防疫対策、食品衛生対策、環境衛生対策及び安全 

対策の更なる徹底に努める。 

 

（３）民泊実施 

   会場地市町村は、一般家庭を宿泊施設として利用する場合は、原則として以下によ 

り国スポ民泊を実施する。 

  ① 国スポ民泊協力地区の設定    

会場地市町村は、複数の民家家庭が一体となって民泊業務を実施する区域として、 

自治会・町内会などを単位とする国スポ民泊協力地区を設定する。 

  ② 国スポ民泊協力組織等の設置 

  （ア）国スポ民泊協力地区に、国スポ民泊家庭への支援をはじめ、食事の提供、地区 

    の環境美化、選手・監督の歓迎・応援等民泊業務を円滑に進めるため国スポ民泊 

協力組織を設置する。 

  （イ）国スポ民泊協力組織及び関係団体との連携を図るため、必要に応じ国スポ民泊 

    推進連絡組織を設置する。 

  ③ 国スポ民泊依頼の方法 

    会場地市町村は、国スポ民泊協力組織をはじめとする関係機関・団体等の協力を 

得て、一般家庭に対して国スポ民泊の趣旨を十分説明し、宿泊施設としての提供を 

依頼する。 

  ④ 国スポ民泊家庭の選定基準 

    国スポ民泊家庭の選定は、転用施設の選定基準に準じて行う。 

  ⑤ 国スポ民泊における配宿上の留意点 

    会場地市町村は、次の事情に留意して配宿を行う。 

  （ア）配宿の対象は、原則として選手・監督とする。 

  （イ）配宿の対象は、競技での公平性を保つため原則として競技毎又は種別毎とする。 

  （ウ）配宿の単位は、原則として１国スポ民泊協力地区に１都道府県チームとする。 

なお、ミーティングの場の提供についても配慮する。 

  ⑥ 受入れ体制の推進 

    会場地市町村は、国スポ民泊協力組織をはじめとする関係機関・団体等の協力を 

得て、食事の提供、食品の調達、不足寝具の確保及び医事衛生等、国スポ民泊家庭 

の宿泊に係る業務が円滑に行われるように努める。 

 

（４）広域配宿 

   会場地市町村は、会場地市町村内の旅館・ホテル等のみでは参加者の宿泊施設が不 

足し、近隣市町村の旅館・ホテル等を宿舎として利用する場合（以下「広域配宿」と 

いう。）は、以下により実施する。 

  ① 関係機関との協議 

    広域配宿を希望する会場地市町村は、配宿の可否について、受入れ会場地市町村 

   及び県と協議するものとし、県は、広域配宿を希望する会場地市町村と受入れ会場
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地市町村間の調整を行い、広域配宿の円滑な実施を図る。 

    また、会場地市町村において県内の広域配宿を実施しても参加者の宿舎の確保が 

困難な場合は、県外広域配宿も考慮し、県と協議するものとする。 

  ② 業務分担及び経費負担 

    広域配宿の実施に伴う大会参加者の輸送業務等は、広域配宿を希望する会場地市 

町村が行い、これに要する経費も負担する。 

  ③ 広域配宿の留意点 

    配宿に当たっては、競技会場及び練習会場への距離や交通事情を考慮し、競技運

営に支障がないよう十分に配慮する。 

 

４ その他 

  この要項に定めるもののほか、大会参加者の宿舎の充足対策に関して必要な事項は、 

県と会場地市町村が協議して定める。 
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日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ 食事の提供方針 
 

１ 目的 

  この方針は、日本のひなた宮崎 国スポ・障スポに参加する選手等が最良のコンディシ

ョンで活躍できるよう、宿泊施設は次の方針に基づいて食事を提供することを目的とす

る。 
 

２ 栄養基準量 

  選手等の１日当たりの栄養基準量は、おおむね下表を目安とする。 

 

 

タ

ン

パ

ク

質 

脂

質 

炭

水

化

物 

無機質 ビタミン 
食

物

繊

維 

カ
ル
シ
ウ
ム 

鉄 A B1 B2 C 

kcal g g g mg mg μg/ｍｌ mg mg mg g 

男性 3,500 130 95 530 800 12 900 1.8 2.0 150 20 

女性 2,500 85 55 420 650 14 700 1.5 1.6 150 18 
 

３ 食品構成 

  上記の栄養基準量に対応した食品構成は、おおむね下表を目安とする。 

食品群 
１日当たりの摂取量（g） 

食品群 
１日当たりの摂取量（g） 

男性 女性 男性 女性 

穀類(米) 580 400 緑黄色野菜 180 180 

肉類 100 100 その他の野菜 200 200 

魚介類 90 70 海藻類(乾燥) 4 4 

卵類 60 60 きのこ類(生) 15 15 

豆・豆製品 100 100 果物類 200 200 

乳・乳製品 300 300 砂糖類 25 25 

いも類 100 100 油脂類 25 25 

（穀類については個人差があるので目安とする） 
 

４ 選手のコンディションづくりへの配慮 

  宿泊施設にて提供する食事は、競技前後の選手のコンディションを考慮し、消化吸収

がよく、体力維持と疲労回復に効果的な食事内容となるよう配慮する。 
 

５ 宮崎県らしさ 

  「みやざきアスリートフード」を参考に、温暖な気候、豊かな自然に恵まれた宮崎県

ならではの多彩な食文化と新鮮な農林水産物を生かし、県内各地の特産物や郷土料理を

積極的に取り入れ、宮崎県らしいおもてなしを盛り込んだ食事にする。 

  

令和 5 年(2023 年)12 月 21 日 
第 4回宿泊・衛生専門委員会決定 
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６ 安心安全 

  安心安全な食事が提供できるよう、食材の管理、調理器具の消毒等を徹底し、食品衛

生対策を実施する。 

  また、アレルギー物質を含む食品に起因する健康被害を未然に防止するため、食品表

示法によるアレルギー表示の基準に沿って使用食材を表示する。 

 

７ 食事を提供する際のルール 

・ 肉類や魚介類は加熱調理するなど、生ものをそのまま使用する料理を提供しないよ 

 う食品衛生対策に配慮する。 

・  大会に参加する選手に提供する料理は消化吸収に時間がかかる揚げ物を極力控える。 

・  おもてなしの観点から１回の食事につき最低限１～２品は郷土料理を提供するよう 

努める。 

 

８ 食事の提供方針の普及 

  宿泊施設には当方針を踏まえた食事の提供に関する手引きを配付するとともに、大会

ホームページ等を活用して普及を図る。 

 

９ その他 

  この方針に定めるもののほか、食事の提供に関して宿泊施設に示す必要がある事項に

ついては、上記８の手引きに記載する。 
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第８１回国民スポーツ大会 馬事衛生対策要項 

 
１ 趣旨 

この要項は、第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会医事・衛生基本計画 

 に基づき、馬術競技参加馬（以下「参加馬」という。）の防疫、健康管理、輸送その他の馬事衛生 
対策及び馬のウェルフェアに関し必要な事項を定める。 
 

２ 馬事衛生本部の設置 

県及び会場地市町村は、馬術競技会場（以下「会場」という。）に馬事衛生本部を設置し、関係機

関・団体等の協力を得て、馬事衛生対策を実施する。 
 

３ 防疫対策 

（１）家畜防疫員の配置 

県は、参加馬の防疫のため、馬事衛生本部に家畜防疫員（家畜伝染病予防法第 53 条第３項に定

める家畜防疫員をいう。）を配置する。 
（２）防疫検査 
   馬事衛生本部は、参加馬が会場に到着したとき、家畜伝染病予防法施行規則による「馬の検査、 

注射、薬浴、投薬証明手帳」及び「日本馬術連盟乗馬登録証」の提示を求め、次に掲げる基準を 
満たしていることを確認する。 

なお、基準を満たしていない馬は入厩させないものとする。 
  ア 馬インフルエンザ予防接種 

   （ア）基礎接種として、初回ワクチン接種を実施してから 21 日以上 ・２か月以内に２回目の 

     予防接種を行うこと。補強接種については、基礎接種（２回目）から７か月以内に最初の 

補強接種を行い、それ以降は１年以内に継続的に補強接種を受けていること。以上が満た 

されていない場合は、再度基礎接種から実施していること。 

   （経過措置）平成 20 年３月 31 日以前に基礎接種を完了している馬は、基礎接種の後の最初の 

補強接種は１年以内であれば可とする。また、２回の基礎接種の間隔は、２週間以 

上２か月以内であれば可とする。 

   （イ）入厩する６か月＋21 日以内に補強接種又は基礎接種（２回目）を受けていること。 
   （ウ）入厩前１週間以内のワクチン接種は接種歴として認めない。 
   （エ）輸入馬は、輸入後にワクチン接種を基礎接種から始めることが望ましい。ただし、輸入 
     前の接種歴の写しが添付され、獣医師がその接種歴を証明している場合は、接種歴として 

認める。 
（３）厩舎エリア 

馬事衛生本部は、会場内に厩舎エリア（厩舎等が設置され、柵等により他から区分された区域 

をいう。）を設け、衛生的に管理する。厩舎エリアには、厩舎のほか汚物堆積場その他参加馬の健 

康管理等に必要な施設等を設置する。 

（４）消毒及び衛生害虫駆除 

馬事衛生本部は、馬降所（馬運車を停車させ、参加馬の積み降ろしを行う場所をいう。）への入 

場口付近並びに厩舎エリア及び厩舎の出入口に、入場する車両及び立ち入る者の消毒を行うため、

令和 5 年(2023 年)11 月 7 日 
第 2 回馬事衛生専門委員会決定 

27



 
 
 

消毒設備を設置するとともに、厩舎エリアの害虫駆除を行う。 

  ア 厩舎の消毒 

馬事衛生本部は、参加馬の到着５日以内及び退厩後直ちに厩舎の消毒を行う。 

  イ 馬降所に入場する車両の消毒 

馬事衛生本部は、馬運車等馬降所に入場する車両が会場に到着したとき、車両の消毒を行う。 

  ウ 厩舎に立ち入る者の消毒 

馬事衛生本部は、厩舎に立ち入る者に、厩舎に出入りする際に手指の洗浄又は消毒及び靴の 

消毒を行わせる。 

  エ 衛生害虫等の駆除 

馬事衛生本部は、厩舎及び汚物堆積場に殺虫剤を散布し、衛生害虫の発生予防及び駆除に努 

める。 

（５）立入りの制限 

厩舎エリア及び馬降所を、家畜伝染病予防法施行規則に定める衛生管理区域とし、立入りは定

められた出入口からのみとするとともに、立ち入る者は、あらかじめ会場地市町村が配付する「入

厩許可証」を身に付けるものとする。 

（６）伝染性疾病発生時の対応 

救護獣医師（参加馬の傷病の発生に対し、応急処置及び救急の治療に当たる県が指定する獣医

師（次に掲げる外来獣医師を除く。）をいう。）、外来獣医師（必要に応じて参加都道府県が帯同す

る獣医師をいう。）及びホースマネージャー（参加馬の管理に係る参加都道府県の責任者をいう。）

は、参加馬に伝染性疾病を疑う事例が発生した場合は、直ちに馬事衛生本部に通報するとともに、

その指示に従う。 

馬事衛生本部は、家畜伝染病予防法に基づき、宮崎県知事に速やかに届け出るとともに、まん 

延の防止のために必要な措置を講じる。 

（７）隔離厩舎の設置 

会場地市町村は、伝染性疾病を発症（疑う事例も含む。）した参加馬を隔離するため、厩舎エリ

ア外に隔離厩舎を設置する。 
 

４ 参加馬の健康管理 

（１）健康検査 

馬事衛生本部は、参加馬が入厩する前及び退厩する前に、馬降所等で健康検査を実施する。検

査は、視診、聴診、打診及び触診等による臨床検査とする。ただし、家畜防疫員が必要と認める

時は、血液、尿等の精密検査を行う。 

（２）健康観察 

ホースマネージャーは、入厩期間（参加馬が厩舎に入厩している期間をいう。）中、毎日、管理

する参加馬の健康観察及び体温測定を行い、異常の早期発見に努める。異常が認められる場合に

は、救護獣医師又は外来獣医師に通報するとともに、家畜防疫員の指示に従う。 
（３）馬診療 

馬事衛生本部は、参加馬の傷病発生等に対処するため、競技会期３日前から競技会期最終日ま 

での間、厩舎エリアに馬診療所を設置し、救護獣医師を配置する。 

ア 診療時間 
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馬診療所の診療時間は、昼間及び夜間とする。 

  イ 診療費用 

    診療に要した費用は、参加都道府県の負担とする。費用の支払方法は、別に定める。 

  ウ 移送 

    救護獣医師は、必要に応じて参加馬を獣医療機関へ移送する等適切な措置を講じるものとす 
る。 

なお、移送に要した経費は、参加都道府県の負担とする。 
  エ 実績等の報告 

救護獣医師は、診療業務の実績等を「診療簿」（様式１）、「診療日報」（様式２）及び「診療 
実績書」（様式３）により管理する。実績等について、「診療日報」を診療日翌朝までに、「診療 
簿」及び「診療実績書」を最終日業務終了後に、馬事衛生本部長に提出する。 

  オ 外来獣医師による診療活動 
    外来獣医師は、入厩期間中に診療活動を行う場合には、診療前に「外来獣医師診療届」（様式

４）を、診療後に「外来獣医師診療報告書」（様式５）を、馬事衛生本部長を経由して日本馬術

連盟競技会規程に基づく獣医師団長（以下「獣医師団長」という。）に提出する。 
（４）装蹄 

馬事衛生本部は、参加馬の落鉄等に対応するため、競技会期３日前から競技会期最終日までの

間、厩舎エリアに装蹄所を設置し、公設装蹄師を配置する。 

  ア 開所時間 

装蹄所の開所時間は、昼間とする。 

  イ 装蹄費用 

装蹄に要した費用は、参加都道府県の負担とし、装蹄所において支払うものとする。 

  ウ 実績等の報告 

公設装蹄師は、装蹄業務の実績等を「装蹄簿」（様式６）、「装蹄日報」（様式７）及び「装蹄

実績書」（様式８）により管理する。実績等について、「装蹄日報」を従事日の業務終了後に、

「装蹄簿」及び「装蹄実績書」を最終日業務終了後に、馬事衛生本部長に提出する。 

  エ 外来装蹄師による装蹄活動 

外来装蹄師（必要に応じて参加都道府県が帯同する装蹄師をいう。）は、入厩期間中に装蹄活 

動をする場合には、装蹄前に「外来装蹄師装蹄届」（様式９）を、装蹄後に「外来装蹄師装蹄報 

告書」（様式 10）を、馬事衛生本部長を経由して獣医師団長に提出する。 

 

５ 厩舎の管理 

（１）厩舎の使用期間等 

  ア 使用期間 

厩舎の使用期間は、原則として競技会期３日前の午前８時から競技会期最終日の午後５時ま 

でとする。 

  イ 入厩及び退厩の日時 

   （ア）入厩日時 

入厩日は、競技会期３日前から競技会期前日までとする。 

なお、競技会期３日前及び２日前は、午前８時から午後５時までの間、競技会期前日は 
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午前８時から正午までの間に入厩する。 

   （イ）退厩日時 

退厩日は、競技会期１日目から競技会期最終日までとし、午前８時から午後５時までの 

間に退厩する。 

（２）入厩等の手続き 

  ア 手続 

馬運送責任者（参加馬の輸送に係る参加都道府県の責任者をいう。以下同じ。）は、「入・退

厩（変更）申込書」（様式 11）を馬運車ごとに、「予防接種確認票」（様式 12）を馬匹ごとに、

電子メールにより会場地市町村を経由して馬事衛生本部長に提出する。 

なお、提出期日は、馬術競技参加申込書の提出期日とする。 

また、入厩後に退厩日時を変更する場合は、馬事衛生本部に退厩の２日前までに申し込むも 

のとする。 

  イ 入厩予定日時等の連絡 

馬輸送責任者は、参加馬の輸送の出発に際し、入厩予定日時、輸送頭数及び車両番号等を、 
電話により、馬事衛生本部に連絡する。 

なお、連絡後に変更が生じた場合も同様とする。 
（３）衛生管理 

馬事衛生本部は、厩舎等の施設を常に清潔に保つよう衛生上必要な措置を講じる。特に、汚物 
堆積場は、衛生的に管理し、汚物を適正に処理する。 

また、ホースマネージャーは、厩舎内外を清潔に保持し、衛生害虫の発生防止等に努める。 
 
６ 参加馬の輸送 

  参加馬の輸送は、馬運車を使用するものとし、別に定める事項を厳守し、参加都道府県の責任で 
行う。 

なお、参加馬の輸送に要する費用は、参加都道府県の負担とする。 
 

７ 飼料及び敷料 

（１）飼料 
参加馬の飼料は、参加都道府県が入厩時に持参し、退厩時にすべて持ち帰るものとする。 

（２）敷料 
敷料は、オガ粉等とし、会場地市町村が参加馬の入厩前に各馬房に配付し、不足が生じた場合

は適宜支給する。 
 

８ 参加都道府県の責務 

  参加都道府県は、参加馬の輸送の出発に際し、参加馬の健康状態及び装蹄に十分配慮し、良好な 
状態で参加させるよう努める。 

  また、入厩期間中は、参加馬の健康管理、飼料、馬具等の保管、厩舎内外の清潔の保持等につい 
て責任を持って行う。 

 
９ 県と会場地市町村の業務分担等 
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  県及び会場地市町村は、馬事衛生に係る業務の分担及び経費負担について、別途協議の上、定め

る。 
 
10 その他 

  この要項に定めるもののほか、馬事衛生に必要な事項については、県及び会場地市町村又は馬事

衛生本部が、関係機関・団体等と協議の上、定める。 
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第８１回国民スポーツ大会 正式競技 実施競技種目の名称変更 

 

 

 第８１回国民スポーツ大会 正式競技 実施競技において種目名称に変更があったことか

ら、以下のとおり報告する。 

 

 

 

 

実 施 競 技 名 称 
実 施 競 技 種 目 名 称 

変更前 変更後 

スポーツクライミング ボルダリング ボルダー 

 

第１３回常任委員会 報告事項４ 
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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

 正式競技 開催予定施設の名称変更 

 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 正式競技において開催予定

施設の名称に変更があったことから、以下のとおり報告する。 

 

（国民スポーツ大会） 

番

号 
競 技 種 別 市町村 

開 催 予 定 施 設 名 称 

変更前 変更後 

１ バドミントン 全種別 高鍋町 
井上商店スポーツセンター 

高鍋町総合体育館 

井上スポーツセンター 

高鍋町総合体育館 

２ サッカー 
少年 

男子 
新富町 

新富町フットボールセンター 

ユニリーバスタジアム新富 

（仮称）富田浜公園 

新富町フットボールセンター 

いちご宮崎新富サッカー場 

（仮称）富田浜公園 

       

（全国障害者スポーツ大会） 

番

号 
競 技 

障がい 

種 別 
市町村 

開 催 予 定 施 設 名 称 

変更前 変更後 

１ サッカー 知的 新富町 

新富町フットボールセンター 

ユニリーバスタジアム新富 

三納代コミュニティ広場 

新富町フットボールセンター 

いちご宮崎新富サッカー場 

三納代コミュニティ広場 

 

第１３回常任委員会 報告事項５ 
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議 事 





第１３回常任委員会 第１号議案 

 
 

第８１回国民スポーツ大会 正式競技 会場地市町村第１１次選定（案） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 競技（種目） 種 別 市町村 開催予定施設 

１ カヌー 
スラローム、 

ワイルドウォーター 
全種別 

鹿児島県

湧水町 

湧水町轟の瀬 

特設カヌー競技場 
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第１３回常任委員会 第２号議案 

 
 

第８１回国民スポーツ大会 正式競技 開催予定施設の変更（案） 

 

 

 第８１回国民スポーツ大会正式競技会場地市町村第４次選定（令和元年７月１日 第

４回常任委員会決定）において選定した弓道競技（近的）、バスケットボール競技（成年

女子）及び第１０次選定（令和５年７月３１日 第１２回常任委員会決定）において選

定したバスケットボール競技（少年男子・少年女子）の開催予定施設を、次のとおり変

更する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番

号 

競技 

（種目） 
種別 市町村 

開催予定施設 

変更前 変更後 

１ 弓道 近的 串間市 串間市民総合体育館 
（仮称）串間市総合運動公園

特設競技場 

２ 
バスケット

ボール 

成年 

女子 
都城市 

早水公園体育文化センター 

高城運動公園総合体育館 

高崎総合公園総合体育館 

早水公園体育文化センター 

高崎総合公園総合体育館 

少年 

男子 
日向市 

美郷町 

（仮称）日向市総合体育館 

美郷町北郷総合交流センター 

（仮称）日向市総合体育館 

少年 

女子 

（仮称）日向市総合体育館 

宮崎県立日向高等学校体育館 

美郷町北郷総合交流センター 
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市町村

都城市

番号 種　別 市町村

1 全種別 都城市

全種別 宮崎市

全種別 熊本県熊本市

全種別 宮崎市

少年女子 宮崎市

全種別 延岡市

成年男子 綾町

少年女子 西都市

少年男子 新富町

4 全種別 宮崎市

5 全種別 新富町

6 全種別 都農町

7 全種別 えびの市

成年男子 日南市

成年女子 延岡市

少年男子 都城市

少年女子 小林市

全種別 日向市

全種別

全種別

全種別 小林市

成年男子

成年女子

少年男子 日向市

日向市

美郷町

11 全種別 日南市

12 全種別 日南市

13 全種別 小林市

成年男女 綾町

少年男女 宮崎市

全種別 宮崎市

全種別 串間市

成年男女 都城市

少年男女 宮崎市

17 全種別 宮崎市

延岡市

日向市

高鍋町

川南町

門川町

西都市

第８１回国民スポーツ大会　会場地市町村選定状況一覧【競技別】

【正式競技】
競技(種目) 開催予定施設

陸上競技 （仮称）新宮崎県陸上競技場

テニス ひなた宮崎県総合運動公園庭球場

ローイング 富田浜漕艇場

【開・閉会式】
開催予定施設

（仮称）新宮崎県陸上競技場

内　　容

総合開・閉会式

※荒天等により屋内で開催の場合「都城市総合文化ホール」

ホッケー 都農町藤見公園

オープンウォータースイミング （仮称）須美江海水浴場特設会場

3 サッカー

綾国際交流広場サッカー場
綾町自然休養村公園小田爪多目的競技場
綾てるはふれあい広場

清水台総合公園多目的広場

新富町フットボールセンター
いちご宮崎新富サッカー場
（仮称）富田浜公園

2 水泳

競泳 （仮称）新宮崎県プール

飛込 熊本市総合屋内プール　アクアドームくまもと

水球 （仮称）新宮崎県プール

アーティスティックスイミング （仮称）新宮崎県プール

ボクシング えびの市民体育館

8 バレーボール
６人制

日南市北郷体育館

アスリートタウン延岡アリーナ

早水公園体育文化センター

（仮称）健幸のまちづくり拠点施設

ビーチバレーボール （仮称）お倉ヶ浜海岸特設会場

9 体操

競技

新体操

トランポリン （仮称）健幸のまちづくり拠点施設

レスリング 日南総合運動公園多目的体育館

延岡市 アスリートタウン延岡アリーナ

美郷町北郷総合交流センター

少年女子

バスケットボール10

セーリング 日南市大堂津ヨット競技場

ウエイトリフティング 小林市文化会館

都城市

早水公園体育文化センター

早水公園体育文化センター
高崎総合公園総合体育館

（仮称）日向市総合体育館

（仮称）日向市総合体育館
宮崎県立日向高等学校体育館

14 ハンドボール

綾てるはドーム

宮崎市総合体育館
宮崎市佐土原体育館
宮崎市清武体育館

15 自転車
トラック ひなた宮崎県総合運動公園自転車競技場

ロード （仮称）串間市特設ロードレースコース

18 軟式野球

お倉ヶ浜総合公園野球場

高鍋総合運動公園ＭＡＳＵＤＡスタジアム

川南町運動公園野球場

門川海浜総合公園野球場

西都原運動公園野球場

16 ソフトテニス
（仮称）都城運動公園庭球場

生目の杜運動公園テニスコート

卓球 宮崎市総合体育館

成年男子

西階野球場

第１号及び第２号議案 参考
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番号 種　別 市町村

19 全種別 五ヶ瀬町

20 全種別 綾町

21 全種別 国富町

22 全種別 延岡市

延岡市

門川町

成年女子 宮崎市

少年男子

少年女子

24 全種別 高鍋町

全種別

全種別

全種別

全種別

全種別

成年男子 宮崎市

27 全種別 高千穂町

成年男子

女子

少年男子

全種別 小林市

全種別

全種別

31 全種別 高原町

32 全種別 宮崎市

33 全種別 三股町

34 全種別 日之影町

35 全種別 宮崎市

成年男子

女子

少年男子

37 全種別 宮崎市

番号 種　別 会場地

ー

ー

番号 種　別 会場地

1 全種別 日南市

2 全種別 都城市

3 全種別 延岡市

4 全種別 延岡市

5 全種別 ※今後調整

6 全種別 都城市

7 全種別 木城町

競技(種目) 開催予定施設

相撲 五ヶ瀬町総合公園Ｇパーク五ヶ瀬ドーム

馬術 綾馬事公苑

フェンシング アリーナくにとみ

柔道 アスリートタウン延岡アリーナ

23 ソフトボール

成年男子
西階野球場

25 弓道
近的

串間市
遠的

門川海浜総合公園野球場

宮崎市清武総合運動公園
ＳＯＫＫＥＮスタジアム・第２野球場

日向市
お倉ヶ浜総合公園
野球場・運動広場・第２多目的広場

バドミントン 井上スポーツセンター高鍋町総合体育館

（仮称）串間市総合運動公園特設競技場

剣道 高千穂町武道館

28 ラグビーフットボール
７人制

宮崎市

１５人制

26 ライフル射撃

５０ｍ

１０ｍ・ＡＰ

ＢＲ・ＢＰ 宮崎市総合体育館

ＣＦＰ 宮崎県警察学校射撃場

ひなた宮崎県総合運動公園ひなた陸上競技場

ひなた宮崎県総合運動公園ラグビー場

宮崎市
宮崎県ライフル射撃競技場

木城町
（仮称）木城町体育館特設会場

ボルダー 木城町体育館

30 カヌー

スプリント （仮称）小野湖特設カヌー競技場

スラローム

29 スポーツクライミング
リード

全種別

鹿児島県
湧水町

湧水町轟の瀬特設カヌー競技場

銃剣道 三股町武道体育館

なぎなた 日之影町立日之影中学校体育館

ボウリング 宮崎エースレーン

ワイルドウォーター

アーチェリー 高原町総合運動公園多目的芝生広場

空手道 ひなた宮崎県総合運動公園ひなた武道館

トライアスロン （仮称）みやざき臨海公園特設会場

【特別競技】
競　　技 競技会場

36 ゴルフ 宮崎市

宮崎レイクサイドゴルフ倶楽部

宮崎カントリークラブ

ハイビスカスゴルフクラブ

【公開競技】
競　　技 競技会場

1 高等学校野球
硬式

日南市
天福公園野球場
日南総合運動公園野球場
南郷中央公園野球場軟式

木城町体育館

ゲートボール

綱引 日南総合運動公園多目的体育館

アスリートタウン延岡アリーナ

アスリートタウン延岡アリーナ

早水公園体育文化センター

エアロビック

バウンドテニス

グラウンド・ゴルフ

パワーリフティング

武術太極拳

都城運動公園陸上競技場

※　今後調整
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第８１回国民スポーツ大会 デモンストレーションスポーツ 

実施競技及び会場地市町村第４次選定（案） 
    
 

 

第１３回常任委員会 第３号議案 

番号 実施競技 主管団体名 市町村 開催予定施設 

１ ウォーキング 川南町教育委員会 川南町 

川南町内の文化財等 

（国指定天然記念物 川南湿原

植物群落、後牟田遺跡、川南

の天龍梅、給水塔） 

２ アームレスリング 
宮崎県アームレスリ

ング連盟 
都農町 藤見公園屋内運動場 

３ 
Ｕ１２バスケット

ボール 

都城バスケットボー

ル協会 
都城市 高城運動公園総合体育館 
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第１３回常任委員会 第４号議案 

 
 

第８１回国民スポーツ大会 デモンストレーションスポーツ 

主管団体及び開催予定施設の変更（案） 
 

 

 第８１回国民スポーツ大会 デモンストレーションスポーツ実施競技及び会場地市町村第

２次選定（令和４年２月１４日 第９回常任委員会決定）において選定したソフトバレーボ

ール（小林市）競技の主管団体及びソフトバレーボール競技（小林市）、ラジオ体操競技（門

川町）の開催予定施設を、次のとおり変更する。 

 

１ 主管団体 

 

２ 開催予定施設 

 

 

実施競技 市町村 
主管団体名 

変更前 変更後 

ソフトバレーボール 小林市 小林地区バレーボール協会 
小林地区ソフトバレーボール

連盟 

実施競技 市町村 
開催予定施設 

変更前 変更後 

ソフトバレーボール 小林市 小林市市民体育館 
（仮称）健幸のまちづ 

くり拠点施設 

ラジオ体操 門川町 

門川町内 3小学校（門川町

立門川小学校・草川小学

校・五十鈴小学校） 

門川町内 3小学校（門川町立

門川小学校・草川小学校・五

十鈴小学校）及び旧西門川小

学校 
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番号 主管団体 市町村

1 宮崎市 宮崎市

2 宮崎県少林寺拳法連盟 宮崎市

3 宮崎ストリートスポーツ振興協会 宮崎市

4 宮崎県ビリヤード協会 宮崎市

5 宮崎県パークゴルフ協会 都城市

6 都城バスケットボール協会 都城市

7
公益社団法人日本３Ｂ体操
協会宮崎県支部

延岡市

8 延岡市スポーツ推進委員協議会 延岡市

9
宮崎県ターゲット・バードゴルフ
協会

日南市

10 小林地区ソフトバレーボール連盟 小林市

11 日向市サーフィン連盟 日向市

12 一般社団法人串間スポーツクラブ 串間市

13 一般社団法人串間スポーツクラブ 串間市

14
西都市スポーツランド推進協議会
Ｊリーグ等サッカー協力部会

西都市

15
えびの市総合型地域スポーツクラ
ブ連絡協議会

えびの市

16 三股町社会福祉協議会 三股町

17 高原町グラウンド・ゴルフ協会 高原町

18 宮崎県スポーツウエルネス吹矢協会 国富町

19 宮崎県ミニテニス協会 綾町

20 高鍋町グラウンド・ゴルフ協会 高鍋町

21 宮崎県ユニカール協会 新富町

22 西米良村スポーツ協会 西米良村

23 西都市レクリエーション協会 西米良村

24 宮崎県エアロビック連盟 木城町

25 川南町教育委員会 川南町
川南町内の文化財等（国指定天然記念物 川南湿原植物
群落、後牟田遺跡、川南の天龍梅、給水塔）

エンジョイ　エアロビック 木城町体育館

ウォーキング

ユニカール 新富町体育館

ウォーキング 西米良村中心部（屋外）

ミュージックレクリエーション 西米良村トレーニング施設等

ノルディックウォーキング 元気の杜広場～町内各地区

フレッシュグラウンド・ゴルフ 小丸河畔運動公園

健幸増進グラウンド・ゴルフ 高原町総合運動公園多目的芝生広場

スポーツウエルネス吹矢 アリーナくにとみ

ミニテニス 綾てるはドーム

パークゴルフ
かかしの里パークゴルフ場
高崎パークゴルフ場

ラジオ体操 宮崎市内小学校及び公園等

第８１回国民スポーツ大会デモンストレーションスポーツ実施競技及び会場地市町村選定状況一覧

【実施競技】
競技 開催予定施設

少林寺拳法 ひなた宮崎県総合運動公園ひなた武道館

ＢＭＸ・スケートボード 宮崎市祇園スポーツパーク

ビリヤード Billiards ＆ Games POOL

ウォーキング えびの市文化の杜～木崎原古戦場跡

ターゲット・バードゴルフ 日南市星倉地区運動広場

ソフトバレーボール （仮称）健幸のまちづくり拠点施設

少年・少女レスリング 串間市民総合体育館

サーフィン お倉ヶ浜海水浴場

ジュニアサッカー
串間市総合運動公園
（串間市営陸上競技場・串間市営運動広場）

少年サッカー 清水台総合公園多目的広場

Ｕ１２バスケットボール 高城運動公園総合体育館

３Ｂ体操

ウォーキング

アスリートタウン延岡アリーナ

アスリートタウン延岡アリーナ周辺

第３号及び第４号議案 参考
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番号 主管団体 市町村

26
特定非営利活動法人都農
enjoyスポーツクラブ

都農町

27 都農町スポーツ推進委員協議会 都農町

28 宮崎県アームレスリング連盟 都農町 藤見公園屋内運動場

29 門川町ＰＴＡ協議会 門川町

30
AJTA九州
（全日本玉入れ協会九州協会）

諸塚村

31 椎葉村教育委員会 椎葉村

32 宮崎県レクリエーション協会 美郷町

33 宮崎県レクリエーション協会 美郷町

34 宮崎県レクリエーション協会 美郷町

35 高千穂町教育委員会 高千穂町

36 日之影町森林セラピー推進協議会 日之影町

37 五ヶ瀬町教育委員会 五ヶ瀬町

アームレスリング

競技 開催予定施設

フロアカーリング 五ヶ瀬町総合公園Ｇパーク　五ヶ瀬ドーム

キャッチング・ザ・スティック 美郷町北郷総合交流センター

ボッチャ 美郷町北郷総合交流センター

ラダーゲッター 美郷町北郷総合交流センター

モルック
国見ヶ丘
※雨天時は高千穂町武道館

森林セラピーウォーキング ＴＲ鉄道跡地散策コース

enjoy T&F GP 藤見公園陸上競技場

藤見公園陸上競技場ラジオ体操

ラジオ体操
門川町内３小学校(門川町立門川小学校・草川小学校・
五十鈴小学校)及び旧西門川小学校

トレッキング 扇山登山道

AJTAスポーツ玉入れ 諸塚村民体育館
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第２６回全国障害者スポーツ大会 正式競技 開催予定施設の変更（案） 

 

 

 第２６回全国障害者スポーツ大会会場地市町村第１次（令和３年２月１５日 第７回常

任委員会決定事項）において選定したソフトボール競技（知的）、フットソフトボール競技

（知的）の開催予定施設を、次のとおり変更する。 

  

 

第１３回常任委員会 第５号議案 

番号 競技 
障がい 

種別 
市町村 

開催予定施設 

変更前 変更後 

１ ソフトボール 知的 

日向市 

↓ 

宮崎市 

お倉ヶ浜総合公園 
ひなた宮崎県総合運動 

公園運動広場 

２ フットソフトボール 知的 延岡市 西階公園 西階公園補助グラウンド 
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第２６回全国障害者スポーツ大会 正式競技 会場地市町村第３次選定（案） 

  

 

 

第１３回常任委員会 第６号議案 

番号 競技 
障がい 

種 別 
市町村 開催予定施設 

1 グランドソフトボール 身体 日向市 お倉ヶ浜総合公園運動広場 

49



市町村

都城市

番号 障がい種別 市町村

1 身体・知的 都城市

2 身体・知的 宮崎市

3 身体 高原町

4 身体・知的・精神 宮崎市

5 身体・知的 宮崎市

6 身体 都城市

7 知的 宮崎市

8 知的 延岡市

9 身体 延岡市

10 知的 宮崎市

11 身体 日向市

身体 都城市

知的 日南市

精神 小林市

13 知的 新富町

14 知的 延岡市

12 バレーボール

フットソフトボール

早水公園体育文化センター

日南市北郷体育館

（仮称）健幸のまちづくり拠点施設

サッカー
新富町フットボールセンター
いちご宮崎新富サッカー場
三納代コミュニティ広場

西階公園補助グラウンド

第２６回全国障害者スポーツ大会　会場地市町村選定状況一覧【競技別】

水泳 （仮称）新宮崎県プール

【開・閉会式】
内　　容 開催予定施設

開・閉会式

※荒天等により屋内で開催の場合「都城市総合文化ホール」

【実施競技】
競技(種目) 開催予定施設

グランドソフトボール

車いすバスケットボール

宮崎市総合体育館
宮崎市中央公民館

卓球
（サウンドテーブルテニス含む）

（仮称）新宮崎県陸上競技場

ボウリング 宮崎エースレーン

バスケットボール

ボッチャ

ソフトボール

陸上競技 （仮称）新宮崎県陸上競技場

アーチェリー 高原町総合運動公園多目的芝生広場

フライングディスク ひなた宮崎県総合運動公園ひなた陸上競技場

アスリートタウン延岡アリーナ

アスリートタウン延岡アリーナ

ひなた宮崎県総合運動公園運動広場

早水公園体育文化センター

お倉ヶ浜総合公園運動広場

第５号及び第６号議案 参考
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国民スポーツ大会

■ ･･･正式競技(37)、特別競技(1)
● ･･･公開競技(7)
◆ ･･･ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ(37)

全国障害者スポーツ大会

□ ･･･正式競技(14)

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会
　会場地市町村選定状況一覧【市町村別】

延岡市

門川町

日向市

都農町

■軟式野球 ■バドミントン
◆フレッシュグラウンド・ゴルフ

高鍋町

新富町

■水泳（競泳、水球、ＡＳ） ■ソフトボール［成女］
■テニス ■ライフル射撃
■ハンドボール［少男・少女］■ラグビーフットボール
■自転車（トラック） ■空手道
■ソフトテニス［少男・少女］■ボウリング
■卓球 ■ゴルフ
■トライアスロン
◆ラジオ体操 ◆少林寺拳法
◆ＢＭＸ・スケートボード ◆ビリヤード
□水泳［身・知］ □ボウリング［知］
□卓球（ＳＴＴ含む）［身・知・精］
□フライングディスク［身・知］
□ソフトボール［知］

宮崎市

都城市

高原町

小林市
■フェンシング
◆スポーツウエルネス吹矢

国富町

高千穂町

延岡市日之影町

高千穂町

五ヶ瀬町

諸塚村

門川町

美郷町
椎葉村

西米良村

日向市

都農町

川南町

高鍋町

新富町

宮崎市

日南市

串間市

三股町

都城市

小林市

高原町

えびの市
綾町
国富町

西都市
木城町

日之影町

木城町

西都市

綾町

五ヶ瀬町

えびの市

川南町
■軟式野球
◆ウォーキング

串間市
■弓道 ■自転車（ロード）
◆少年・少女レスリング
◆ジュニアサッカー

日南市

三股町
■銃剣道
◆ノルディックウォーキング

・成男＝成年男子

・成女＝成年女子

・少男＝少年男子

・少女＝少年女子

・ 身 ＝身体障がい者が出場できる競技

・ 知 ＝知的障がい者が出場できる競技

・ 精 ＝精神障がい者が出場できる競技

■サッカー［少男］ ■ローイング
◆ユニカール
□サッカー［知］

■水泳（ＯＷＳ） ■バレーボール（６人制）［成女］
■体操（競技・新体操）■軟式野球
■柔道 ■ソフトボール［成男］
●武術太極拳 ●パワーリフティング
◆３Ｂ体操 ◆ウォーキング
□フットソフトボール［知］
□バスケットボール［知］
□車いすバスケットボール［身］

■軟式野球 ■ソフトボール［成男］
◆ラジオ体操

■バレーボール（ビーチバレー）
■バスケットボール［少男・少女］
■軟式野球
■ソフトボール［少男・少女］
◆サーフィン
□グランドソフトボール［身］

■バレーボール（６人制）［成男］
■レスリング
■セーリング
■高等学校野球
●綱引
◆ターゲット・バードゴルフ
□バレーボール［知］

■陸上競技
■バレーボール（６人制）［少男］
■バスケットボール［成男・成女］
■ソフトテニス［成男・成女］
●ゲートボール ●バウンドテニス
◆パークゴルフ ◆U12バスケットボール
□陸上競技［身・知］ □ボッチャ［身］
□バレーボール［身］

■アーチェリー ◆健幸増進グラウンド･
□アーチェリー［身］ ゴルフ

■バレーボール（６人制）［少女］
■体操（トランポリン）
■ウエイトリフティング
■カヌー（スプリント）
◆ソフトバレーボール
□バレーボール［精］

■ボクシング
◆ウォーキング

■サッカー［成男］
■ハンドボール［成男・成女］
■馬術
◆ミニテニス

■サッカー［少女］ ■軟式野球
◆少年サッカー

■スポーツクライミング
●エアロビック
◆エンジョイエアロビック

諸塚村
◆AJTAスポーツ玉入れ

■相撲
◆フロアカーリング

■剣道
◆モルック

■なぎなた
◆森林セラピーウォーキング

■水泳（飛込）

熊本県熊本市

椎葉村
◆トレッキング

◆ウォーキング
◆ミュージックレクリエーション

■バスケットボール［少女］
◆キャッチング・ザ・スティック
◆ボッチャ ◆ラダーゲッター

美郷町

西米良村

■カヌー（SL・WW）

鹿児島県湧水町

■ホッケー
◆enjoy T&F GP
◆ラジオ体操
◆アームレスリング
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第２６回全国障害者スポーツ大会 

選手団サポーター養成基本方針（案） 

 

第２６回全国障害者スポーツ大会に参加する選手及び役員の介助・誘導等のサポートを

行い、大会運営の円滑化を図るとともに、選手との交流を通して次世代を担う若者が障が

いのある方への理解を深め、大会終了後も様々なボランティアとして地域で活躍するきっ

かけとなるよう、学生等で構成する選手団サポーターを養成する。 

 

１ 選手団サポーター養成基本方針 

(1) 選手団サポーターの養成は、県が、県内の大学、専修学校等の協力を得ながら行う。 

(2) 選手団サポーターの養成に当たっては、障がいのある人に配慮した行動をとれるよ

う障がいに係る知識の習得や障がいの理解の促進に係る講習等を行う。 

 (3) 選手団サポーターが、選手等との交流の中で経験や知識を得て成長できるよう、県

及び県内の大学、専修学校等は、配慮を行う。 

 

２ 種別及び内容 

  選手団サポーターは、以下に定義する業務に従事するボランティアをいう。 

業務内容 人数 

選手団の歓送迎・介助・誘導・交流等、選手団と行動を 

共にする。 
８００人 

 

３ 養成計画 

  選手団サポーターは、以下の計画により養成する。 

2023 年度(R5) 

【開催 4 年前】 

2024 年度(R6) 

【開催 3 年前】 

2025 年度(R7) 

【開催 2 年前】 

2026 年度(R8) 

【開催 1 年前】 

2027 年度(R9) 

【開催年】 

 

基本方針策定 

 

 

 

養成協力校 

連絡協議会設置 

 

カリキュラム・ 

テキスト作成 

 

配置計画策定 

 

 

第１３回常任委員会 第７号議案 

第
26
回
全
国
障
害
者

大
会 

養成講座実施 

協力校選定・依頼 

協力校決定 
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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

警備・消防・防災基本計画（案） 

 
第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会警備・消防・防災基本方針

に基づき、県及び会場地市町村は、警察、消防、医療等の関係機関及び団体（以下「関係機

関及び団体」という。）と相互に緊密な連携を図り、第８１回国民スポーツ大会（以下「国

スポ」という。）及び第２６回全国障害者スポーツ大会（以下「障スポ」という。）の次に掲

げる業務を実施する。 

 

１ 実施業務 

（１）自主警備業務 

  ア 自主警備体制の確立に関すること。 

  イ  雑踏事故、事件等の防止に関すること。 

  ウ  交通整理誘導に関すること。 

  エ  関係機関及び団体との緊密な連携に関すること。 

（２）消防・防災業務 

  ア  火災その他の災害予防に関すること。 

   イ  火災その他の災害発生時の情報収集・伝達、避難誘導及び消防・防災体制（救急・

救助体制を含む。）の確立に関すること。 

  ウ  関係機関及び団体との緊密な連携に関すること。 

（３）大規模災害・突発重大事案対策業務 

  ア  発生に備えた連絡調整体制及び臨時組織体制の整備確立に関すること。 

  イ  発生時の情報収集・伝達、避難誘導及び救急・救助体制の確立に関すること。 

  ウ  発生時の関係機関及び団体との緊密な連携に関すること。 

 

２ 実施場所 

（１）県 

ア  国スポ及び障スポ（以下「両大会」という。）における開・閉会式会場及び主催す

る関連イベント会場並びにその周辺 

イ  国スポにおける県外開催競技の競技会場、練習会場及び宿泊施設並びにその周辺  

ウ  障スポにおける競技会場、練習会場及び宿泊施設並びにその周辺 

（２）会場地市町村 

  ア  国スポにおける競技会場、練習会場、宿泊施設及び主催する関連イベント会場並び

にその周辺 

  イ  障スポにおける競技会場、練習会場及び宿泊施設並びにその周辺 

 

３ 業務内容 

（１）両大会準備期間中 

   別記１「両大会準備期間中における実施細目」のとおりとする。 

（２）両大会開催期間中 

第１３回常任委員会 第８号議案 
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   別記２「両大会開催期間中における実施細目」のとおりとする。 

（３）障スポにおける連携 

上記別記１及び別記２の各実施細目に掲げる業務については、県と会場地市町村が連     

携して実施する。 

 

４ その他 

（１）広域配宿に係る実施業務 

   国スポにおける広域配宿に係る実施業務については、広域配宿を実施する会場地市町 

  村が県と連携を図り、当該配宿先を所管する関係機関及び団体と協議し、必要な対策を 

 推進する。 

（２）事件・事故防止対策及び防火・防災対策の推進 

   県及び会場地市町村は、事件・事故防止対策及び防火・防災対策推進のため、関係機

関及び団体へ諸対策の協力を依頼する。 

（３）その他 

   この計画に定めるもののほか、必要な事項については、別に定める。 
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別記１ 

両大会準備期間中における実施細目 

 

１ 業務内容 

  県及び会場市町村が行う業務は、以下のとおりとする。また、県は会場地市町村自主警 

備実施計画、会場地市町村消防・防災実施計画及び会場地市町村大規模災害・突発重大事

案対策実施計画の作成支援を行う。 

 

（１）自主警備業務 

  ア 会場管理運営要綱（仮称）の作成 

  イ 自主警備実施計画の作成 

  ウ 自主警備体制の整備確立 

  エ 実地踏査の実施 

  オ 通信体制の整備確立 

  カ 施設及び構造物の安全対策の推進 

  キ 警備員等の人員確保と事前教育・訓練の実施 

  ク 関係機関及び団体との連絡協力体制の確立 

（２）消防・防災業務 

  ア 消防・防災実施計画の作成 

  イ 消防・防災体制（救急・救助含む）の整備確立 

  ウ 実地踏査の実施 

  エ 通信体制の整備確立 

  オ 消防ポンプ自動車、緊急自動車の配備依頼 

  カ 消防機関と連携した消防・防災設備の点検整備及び防火安全対策の推進 

  キ 防火・防災意識の啓発活動の推進 

  ク 関係機関及び団体との連絡協力体制の確立 

（３）大規模災害・突発重大事案対策業務 

  ア 大規模災害・突発重大事案対策実施計画の作成 

  イ 発生に備えた情報収集・連絡体制の整備確立 

  ウ 発生に備えた通信体制の整備確立 

  エ 両大会に参加する選手・監督、役員、視察員、報道員その他の関係者及び一般観覧

者（以下「大会参加者等」という。）の安全確保及び避難誘導体制の整備確立 

  オ 発生に備えた救急・救助体制及び医療機関等の協力による救急搬送体制の整備確立 

  カ 発生した場合の各種対策の周知 
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別記２ 

両大会開催期間中における実施細目 

 

１ 実施体制 

（１）県実施本部（仮称）に県警備・消防・防災本部（仮称）を、会場地市町村実施本部（仮 

称）に会場地市町村警備・消防・防災本部（仮称）を置く。 

（２）県警備・消防・防災本部（仮称）は開・閉会式会場及び県外競技会場に現地警備・消 

防・防災本部（仮称）を、会場地市町村警備・消防・防災本部（仮称）は必要に応じて 

競技会場等に現地警備・消防・防災本部（仮称）を置く。 

（３）県実施本部（仮称）及び会場地市町村実施本部（仮称）は、大規模災害・突発重大 

事案が発生又は発生の恐れがある場合、関係機関及び団体と緊密な連携を図りながら   

迅速かつ的確な初動措置を執るとともに、事案の態様、規模等を勘案し、必要に応じて   

地域防災計画等に基づき、その体制に移行又は連携協力する。 

 

２ 業務内容 

  県及び会場地市町村が行う業務は、以下のとおりとする。また、県は会場地の消防・防

災活動状況の把握を行う。 

 

（１）自主警備業務 

  ア 会場管理運営要綱（仮称）及び施設管理規定に基づく会場管理 

  イ 自主警備実施計画に基づく自主警備の実施 

  ウ 通信手段の確保、運用 

  エ 大会参加者等の案内及び誘導 

  オ 関係車両の案内、誘導、交通整理及び駐車場利用状況の把握 

  カ 入退場者管理（手荷物検査、持ち込み禁止物一時預かり等） 

  キ 雑踏警備の実施 

  ク 不審者、不審物の発見と適切な対応 

  ケ 会場施設への不法侵入予防、施錠確認等の管理 

  コ 犯罪行為等、円滑な大会運営を妨害しようとする者への対応 

  サ 迷子、遺失物等への対応 

  シ 関係機関及び団体との緊密な連携 

（２）消防・防災業務 

  ア 火災の警戒及び初期消火活動 

  イ 火災その他の災害情報の収集、伝達及び通報 

  ウ 会場定員管理 

  エ 会場等における消防用設備等の点検 

  オ 消防ポンプ自動車、救急自動車の配備依頼及び通信施設、その他消防・防災業務に 

必要な機械器具等の配備 

  カ 通信体制の確保、運用 

  キ 救急・救助及び医療機関等の協力による救急搬送の実施 

  ク 火災その他の災害発生時における避難経路の確保及び避難誘導 
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  ケ 関係機関及び団体との緊密な連携 

（３）大規模災害・突発重大事案対策業務 

  ア 発生時における事案の概要、被害状況の把握及び交通情報の収集 

  イ 発生時における大会参加者等の安全確保及び避難誘導 

  ウ 発生時における緊急車両の誘導及び通行路の確保 

  エ 発生時における救急・救助及び医療機関等の協力による救急搬送の実施 

  オ 発生時における通信手段の確保、運用 

  カ 発生時における関係機関との緊密な連携 

  キ 発生時における県及び市町村災害対策本部との連携（各対策本部が設置された場合） 
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      実行委員会の設置及び開催決定スケジュールについて 

 
 

１ 実行委員会の設置 
 

（１）趣旨 

  令和６年７月の（公財）日本スポーツ協会理事会において、第８１回国民スポーツ 
大会の本県での開催が正式決定されることから、同協会が定める国民スポーツ大会開 
催基準要項の規定に基づき、開催県として「実行委員会」を設置するもの。（準備委 
員会を実行委員会に改組する。） 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
（２）概要  

① 組織 

現行の県準備委員会の総会、常任委員会、各専門委員会を引き継ぐ。 

 

② 構成 

現行の県準備委員会委員にデモンストレーションスポーツの関係機関及び団体等 

の代表者を追加予定。 

      

 

２ 開催決定スケジュール 
 

年 月 内容 

Ｒ６ 

５月 総合視察（都城市、宮崎市）の実施 

７月 
国スポ開催決定（開催地、会期） 

障スポ開催決定（開催地） 

８月 

準備委員会 常任委員会の開催 

準備委員会 総会の開催 

実行委員会 総会の開催（実行委員会設置） 

障スポ会期決定 

９月～ 開催決定イベント等の開催 

  

○ 国民スポーツ大会開催基準要項 

２５ 開催県実行委員会及び会場地市町村実行委員会 

   (1) 開催県及び会場地市町村は､大会運営のためにそれぞれ実行委員会を設置する｡ 
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